
名水会たより                      

やがて１００年目を迎える大泉名水会の現状についてご紹介いたします-その 1 

 

【各種水道設備の現状について】 

まず、名水会の井戸の始まりは、今から８２年前の１９４１年(昭和１６年)まで遡ります。当時、陸軍予

科士官学校の四谷の市ヶ谷台から朝霞への移転に際し、現在の東大泉３丁目に建設される、同校に

勤務する職員のための総戸数 600 戸（当時の計画）の住宅に、井戸水を源水とする生活水を専用 

水道で供給することになりました。                               

最初に掘削された井戸は、深さ７７メートルで１号井戸と呼ばれました。その後、新規会員増と使用水

量の増加を見込み、１９６８年（昭和４３年）に深さ１２５メートルの２号井戸が掘削されました。      

ここ東大泉３丁目で東京都の水道が利用できるようになったのは５０年前の１９７３年（昭和４８年） 

ですから、これらの井戸は、それまでこの地域の皆様に大切な生活水を供給してきました。 

さらに、１９９８年（平成１０年）には、１号井戸の老朽化と使用水量増加に対応するため、深さ２３２ 

メートルの３号井戸が掘削されましたが、含まれるﾏﾝｶﾞﾝ量が基準値以上であったため、ﾏﾝｶﾞﾝろ過

装置を設置し、その量を基準値未満としたものを利用しています。現在は、２号井戸水２対３号井戸水

１の割合の混合水を、皆様に供給しております。その後、１号井戸は井戸パイプ下部のストレーナ部の

老朽化破損が懸念されたため、２０００年（平成１２年）の新事務所の竣工時に廃止されました。 

現在は２号井戸(揚水ポンプの出力 18.5kw 揚水量 1000ℓ/min)と、３号井戸(揚水ポンプの出力 7.5kw

揚水量 500ℓ/min)が稼働しております。 

これらの井戸に使用されている揚水ポンプの、一般的な交換の目安は設置後７～８年といわれて

おりますが、名水会の場合は、水質が良いこともあり２０年超で交換しておりました。最近では、２号 

井戸ポンプは２０１３年、３号井戸ポンプは２０１５年に更新しております。            

これまでの経験を踏まえると、何もなければ次回の交換は２０３０年以降になりそうです。 
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【地下貯水槽について】 

（下図は地下貯水槽の概略図です。断面図の送水ポンプは平面図の断面図側の区画に設置され、 

その上部は鉄製のカバーで覆われています。） 

地下貯水槽は、１９４１年（昭和１６年）に構築され、２０４０年

には１００年目を迎えます。貯水槽の有効容量は １９０㎥

（190,000ℓ）です。そのサイズは、およそ縦横１０ｍ、深さ３ｍ

で壁厚は４００mm、天井厚は２５０㎜の鉄筋コンクリート製で

す。貯水槽内には流れを整流する厚さ約３００㎜の３か所

の仕切りのほか、井戸水の注水口や、貯水面が天井に達

しないよう排水する溢水口と天井付近の空気の出入口な

どがあります。また、貯水槽内部の清掃は法定通り毎年 

1回行なわれております。 

このほか、貯水槽内の水をくみ上げて配水管経由で 

ご家庭に配水するための「送水ポンプ」や送水圧を調整す

る「圧力タンク」、送水量を計測する「流量計」、貯水槽内の

水位の増減に応じて、井戸の揚水ポンプを起動・停止させ

る「センサーと制御システム」なども設置されています。 

また、「送水ポンプ」は地下貯水槽内に３台設置され、「送水流量と送水圧」に応じて自動的に、ご家

庭での使用水量が少ない時は１台で、水量が増えると２台あるいは３台が同時に稼働します。 この

送水ポンプも一般的な交換の目安は７～８年といわれていますが、１６年超で交換していました。最近

では、２００９年に更新していますので、何もなければ次回の交換は２０２５年頃になりそうです。 

しかしながら、あと１７年で１００年目を迎えるコンクリート製の地下貯水槽については、今後どれくらい

持つのか、壁よりやや薄めの天井部の老朽化・剥離などが気がかりな状況です。 


